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研究成果の概要（和文）：ESPにおいて語彙は重要な役割を担うが、学術論文の読解に必要な語彙を習得することは、
日本人大学生にとって容易なものではない。その主な要因として、工学分野における知識の不足があげられる。特に、
初年次学生にとっては内容が難しすぎるため、ただ単に、英語論文を分析して学習語彙を抽出し、それらを提示するだ
けでは、十分な学習効果が期待できない。そこで、本研究では、学習語彙の選択に、全く新しいアプローチを試みる。
ここでは、日本語の教科書コーパスと、英語の教科書コーパスを構築し、それぞれの分析結果を統合することで、工学
系大学の学生が最初に学ぶべきアカデミック語彙を抽出している。

研究成果の概要（英文）：Vocabulary plays an important role in ESP (English for Specific Purposes). 
However, it is not easy for many of Japanese engineering students to master the vocabulary needed for 
reading academic papers. This is mainly because the students, especially first-year students, do not have 
enough knowledge in the target field. Just choosing the vocabulary from English papers and presenting 
them to the students is not necessarily effective.
Therefore, we attempted a completely new approach to selection of English engineering vocabulary to be 
learned. We developed two kinds of corpora: Japanese engineering textbook corpus and English engineering 
textbook corpus. By analyzing those corpora, obtaining Japanese and English academic word frequencies, 
and statistically integrating them, we finally succeeded in choosing the English engineering vocabulary 
that Japanese college students need to learn first.
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１．研究開始の背景 
ESP は「特殊目的の英語」とされ、「職業

目的の英語（EOP）」と「学術目的の英語
（EAP：English for Academic Purposes）」
に大別される。さらに、EAP は一般学術目的
の EGAP(English for General Academic 
Purposes)と特定学術目的の ESAP(English 
for Specific Academic Purposes)に分けられ
る。工学系大学では、各国の先端技術を取り
入れ、自己の研究成果を速やかに発信する必
要性から、論文英語に焦点を当てた ESAP 研
究が、すでに 1960 年代から始まっていた
（Leggett 1966 他）。 
さらに 1990 年以降は、研究が進み、語句

や表現の分析だけではなく、論文英語の言語
機能に注目した「ジャンル分析」が盛んとな
り、論文の  Introduction や  Results and 
Discussion など、セクションごとの言語特
性も明らかになってきている。（Swales 1990
他）。現在では、野口他（http://scn.jkn21.com/ 
~percinfo/）により海外トップジャーナルを
収集して構築された、1700 万語の PERC コ
ーパスも公開され、工学系論文の英語特徴を
取り込んだ ESP 教材の開発が容易になって
きている。 
しかしながら、大学に入って間もない学生

は、十分な英語力も工学知識も持ち合わせて
いない。これまでの ESP 研究は一定の成果
を収めてきたが、英語論文を分析した教材は、
大学新入生にとっては、扱われている内容が
「日々の授業内容と連続していない」ために、
必ずしも教育的に有効でないことが明らか
になっている。そこで、石川・小山（2005）
では、専門課程の ESAP 教育と高校までの
EGP 教育をつなぐため、学部共通の EGAP
教育として、「一般工学英語」（EGST）とい
う概念を提唱し、石川・小山（2007）では、
EGST語彙教育のためのコーパス分析方法を
提案している。 
 
２．研究の目的 
石川・小山（2007）および Ishikawa(2011)

では、複数分野の工学系英語論文に共通する
言語特徴を抽出し、EGST 語彙リストを作成
している。本研究は、大学 1 年生 2 年生の授
業内容に直結した日本語コーパス・英語コー
パスの構築・分析によって、大学 1 年生・2
年生にふさわしい EGST 語彙教材・語彙テス
トを作成する。 
まず、工学教員の協力を得て、大学 1 年生

および 2年生で学習する工学授業内容の日本
語データを幅広く網羅した、学年段階別工学
日本語コーパスと、工学英語コーパスをパラ
レルに構築し、それぞれの解析で得られた結
果を統合する。JSP という新しい視点を ESP
に持ち込むことで、日本の工学学生の現状を
反映した、新たな学年段階別工学 ESP 語彙
表とそれに基づく ESP 語彙教材・ESP 語彙
テストの開発を目指す。 
 

３．研究の方法 
１．工学教員の協力を得て、工学系での教育
内容、授業内容、教材に関する資料収集、
日本語コーパス・英語コーパスの構築に必
要となる日本語データ、英語データを選択、
デザインを決定する。デザインに従い、物
理・化学・数学など、日本の大学 1-2 年生
の多くが学習する内容の工学日本語コー
パス、同レベルの内容の英語コーパスを構
築し、分析することによって、工学系で高
頻度に使用される語彙の抽出を行う。それ
ぞれの結果を統合し、これまでの ESP 教材
を追加・修正している。 

２．工学系ESPサンプル教材・テストを作成、
英語教員ネットワークを用いて広く試用
を行うことで、学習者の英語能力に関する
データ収集を行っている。 

３．工学系大学における日本語教育研究・英
語教育研究を行っている教員による研究
会議、公開「科研シンポジウム」の開催を
行い、工学系日本語 JSP 分析、工学系英語
ESP 分析、およびその分析を踏まえた教材
の作成や教育についての知見を発表して
いる。 

 
４．研究成果 
本研究では、数学・物理・化学・情報など、
1 年生・2 年生の工学系基礎科目の中でも、
もっとも受講生の多い科目で使用されてい
る 9科目の教科書をデータ化し、教科書コー
パスを構築している。ESP/JSP のコーパスを
様々な統計手法を用いて、分析を行った。JSP
コーパスの分析結果を用いることで、ESP コ
ーパスだけでは取りこぼしのあった語彙の
抽出、訳語の修正が可能となっている。たと
えば、JSP 語彙の出現頻度数を手掛かりとし
て、主成分分析を行い、工学系語彙の総合指
標を設定して、工学系基本語彙を取り出した
場合、ESP コーパスの分析だけでは取りこぼ
しのあった、慣性（inertia）、溶媒（solvent）、
トルク（torque）など、1 年生・２年生の学
習内容に沿った語彙の抽出が可能となるこ
とが明らかになっている。 
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